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＜

書
評
論
文＞

越
境
す
る
「
中
国
料
理
」
の
詳
細
な
跡
付
け

︱
岩
間
一
弘
編
『
中
国
料
理
と
近
現
代
日
本
―
食
と
嗜
好
の
文
化
交
流
史
』

西
　
澤
　
治
　
彦

　
　
　
Ⅰ

あ
る
地
域
や
国
の
料
理
は
、
一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
国
境
を
越
え
て
い
き
、
そ
し
て
そ
の
国
で
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
（
現
地
化
）
さ
れ
て

い
く
の
か
？　

本
書
は
近
現
代
の
日
本
を
舞
台
と
し
て
、「
中
国
料
理
」
が
ど
の
よ
う
に
伝
播
し
、
受
容
さ
れ
、
そ
し
て
変
容
し
て
い
っ

た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
っ
た
論
集
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
簡
単
な
よ
う
で
非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
に
答
え
る
に
は
歴
史
学
者
を
中
心
と
し
て
多
く
の
研
究
者

の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
多
角
的
な
分
析
は
、
本
書
の
魅
力
と
な
っ
て
い
る
反
面
、
個
々
の
事
例
が
総
体
と
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
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る
も
の
を
繋
い
で
い
く
の
は
、
読
者
の
仕
事
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
論
集
の
も
つ
宿
命
で
も
あ
る
が
、
よ
く
で
き
た
論
集
は

こ
の
作
業
が
楽
し
み
に
変
わ
る
も
の
だ
。
こ
の
意
味
で
は
、
多
少
の
デ
コ
ボ
コ
は
あ
る
に
せ
よ
、
本
書
は
編
者
が
意
図
し
た
主
題
の
輪

郭
を
見
事
に
描
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

実
は
、
本
書
に
は
評
者
も
寄
稿
し
て
お
り
、
本
来
、
書
評
を
書
く
立
場
に
は
な
い
が
、
中
国
料
理
や
国
民
料
理
の
越
境
に
関
心
を
持

つ
一
読
者
と
し
て
、
本
書
を
非
常
に
面
白
く
読
ん
だ
の
で
、
本
書
か
ら
読
み
取
れ
る
い
く
つ
か
の
示
唆
を
こ
こ
に
書
き
と
め
て
お
き
た

い
と
思
う
。

な
お
、
人
の
本
の
書
評
を
書
き
な
が
ら
我
田
引
水
に
な
っ
て
心
苦
し
い
の
で
あ
る
が
、
編
者
の
岩
間
氏
が
慶
應
義
塾
大
学
で
本
研
究

会
を
立
ち
上
げ
た
時
期
に
、
評
者
も
味
の
素
・
食
の
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
、「
国
民
料
理
の
形
成
」
の
企
画
を
立
ち
上
げ
た
。
以
来
、

岩
間
氏
と
は
、
中
国
料
理
や
国
民
料
理
を
め
ぐ
っ
て
何
度
も
議
論
を
重
ね
て
き
た
。
東
京
や
京
都
で
開
か
れ
た
研
究
会
の
ほ
か
、
歴
史

的
な
名
店
や
話
題
の
中
国
料
理
店
を
食
べ
歩
き
な
が
ら
の
議
論
は
、
い
つ
も
知
的
な
興
奮
を
と
も
な
う
楽
し
い
時
間
で
あ
っ
た
。
私
の

論
集
に
岩
間
氏
が
「
中
国
料
理
は
な
ぜ
広
ま
っ
た
の
か
―
地
方
料
理
の
伝
播
と
各
国
の
『
国
民
食
』」
と
い
う
論
考
を
、
岩
間
氏
の
論

集
に
私
が
「『
中
国
料
理
』
は
い
つ
生
ま
れ
た
の
か
―
『
申
報
』
に
見
え
る
料
理
の
語
彙
の
分
析
を
通
し
て
」
と
い
う
論
考
を
相
互
に

寄
稿
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
二
人
は
同
じ
地
平
に
立
っ
て
、
同
じ
も
の
を
探
求
し
て
き
た
。
従
っ
て
、
本
書
が
日
本

に
お
け
る
中
国
料
理
の
受
容
と
い
う
事
例
研
究
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
国
民
料
理
の
概
論
と
い
う
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
両
書

は
い
わ
ば
姉
妹
編
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
の
成
立
過
程
や
詳
し
い
内
容
に
関
し
て
は
、
本
書
を
読
ん
で
い
た
だ
く
と
し
て
、
ま
ず
全
体
に
占
め
る
各
論
考
の
位
置
づ
け
を

簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
総
勢
一
六
本
の
論
考
の
テ
ー
マ
は
、
多
岐
に
渡
る
た
め
、
便
宜
上
、
三
部
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
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第
一
部
「
近
現
代
日
本
の
中
国
料
理
」
の
前
に
、
編
者
に
よ
る
序
章
「
日
本
の
中
国
料
理
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
」
が
あ
る
。
論
集

の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
の
は
後
半
部
分
で
、
前
半
は
近
現
代
日
本
に
お
け
る
中
国
料
理
の
伝
来
史
を
簡
潔
に
ま
と
め

た
論
考
と
な
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
「
中
華
料
理
」
か
ら
「
中
国
料
理
」
へ
の
呼
称
の
変
化
を
検
証
し
た
部
分
は
、
本
章
の
タ
イ
ト
ル

が
「
中
国
料
理
」
と
な
っ
て
い
る
背
景
を
知
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。

序
章
に
続
い
て
、
第
一
部
の
巻
頭
を
飾
る
川
島
真
の
「
戦
前
期
日
本
の
『
支
那
料
理
』」
は
、
料
理
が
実
は
外
交
史
の
問
題
で
も
あ

る
と
い
う
点
に
気
づ
か
さ
れ
る
点
で
、
本
書
全
体
を
引
き
締
ま
っ
た
も
の
に
し
て
い
る
。
続
く
草
野
美
保
の
「
日
本
に
お
け
る
中
国
料

理
の
受
容
：
歴
史
編
」
及
び
「
日
本
に
お
け
る
中
国
料
理
の
受
容
：
料
理
編
」
は
、
非
常
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
史
料
の
発
掘
を

行
な
っ
た
こ
と
が
伝
わ
る
労
作
で
あ
る
。
詳
細
な
情
報
が
秩
序
よ
く
記
述
さ
れ
て
い
る
の
は
、
根
底
に
「
国
民
料
理
」
と
い
う
観
点
が

貫
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
陳
來
幸
の
「
日
本
の
華
僑
社
会
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
中
国
料
理
定
着
の
流
れ
―
神
戸
・
大
阪
を
中

心
と
し
て
」
は
、
中
国
料
理
か
ら
み
た
「
日
本
華
僑
史
」
と
も
な
っ
て
い
る
。
岩
間
一
弘
の
「
京
都
の
中
国
料
理
―
伝
統
の
創
造
と
料

理
の
帰
属
」
は
、
関
東
の
人
間
に
は
意
外
性
に
満
ち
た
テ
ー
マ
を
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
加
え
な
が
ら
、
丹
念
に
掘
り
起
こ
し
て
い
る
。

田
村
和
彦
「
熊
本
の
『
郷
土
料
理
』
と
し
て
の
中
国
料
理
『
太
平
燕
』
か
ら
考
え
る
―
素
材
と
文
脈
、
文
化
を
『
囲
い
込
む
』
こ
と
、

聞
く
こ
と
」
は
、
人
類
学
者
に
よ
る
熊
本
に
お
け
る
「
華
僑
菜
」
成
立
過
程
の
ミ
ニ
民
族
誌
と
な
っ
て
い
る
。
陳
嘉
適
の
「
日
本
に
お

け
る
中
国
料
理
の
料
理
人
の
現
地
化
と
業
界
団
体
の
変
化
」
は
、
中
国
料
理
業
界
に
身
を
置
い
た
経
験
の
あ
る
著
者
な
ら
で
は
の
情
報

満
載
で
あ
る
。

第
二
部
「
越
境
す
る
中
国
料
理
」
は
、
陳
玉
箴
「
料
理
人
と
料
理
教
育
者
―
台
湾
が
日
本
に
輸
出
し
た
『
中
国
料
理
』
―
一
九
四
五

年
か
ら
一
九
七
〇
年
を
中
心
に
」
か
ら
始
ま
る
。
台
湾
の
移
民
政
策
と
料
理
の
普
及
と
い
う
、
日
本
人
が
知
ら
な
か
っ
た
歴
史
が
つ
ま

び
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
続
く
周
永
河
「
チ
ャ
ジ
ャ
ン
麺
ロ
ー
ド
―
二
〇
世
紀
東
北
ア
ジ
ア
、
チ
ャ
ジ
ャ
ン
麵
流
浪
の
旅
」
と
、
林
史
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樹「
朝
鮮
半
島
に
お
け
る『
中
国
料
理
』の
段
階
的
受
容
―
分
断
後
の
韓
国
ま
で
を
視
野
に
」は
、と
も
に
朝
鮮
半
島
が
主
な
舞
台
と
な
っ

て
お
り
、
内
容
に
多
少
の
重
複
は
み
ら
れ
る
が
、
ラ
ー
メ
ン
の
日
本
化
の
過
程
と
の
比
較
な
ど
、
中
国
料
理
の
伝
播
の
歴
史
を
東
ア
ジ

ア
世
界
に
拡
大
し
て
検
証
す
る
意
義
は
大
き
い
。
呉
燕
和
（D

avid W
u

）
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
政
治
に
お
け
る
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
汎
中
国

料
理
の
創
出
」
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
中
国
料
理
の
変
遷
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
長
年
に
渡
っ
て
中
国
の
食
文
化
を
研
究
し
て

き
た
先
輩
人
類
学
者
の
回
顧
録
と
し
て
読
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
最
後
の
浅
野
雅
樹
の
「
中
国
語
教
育
と
中
国
の
『
食
文
化
』
に
関

す
る
考
察
―
中
国
語
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
事
例
を
中
心
に
」
は
や
や
異
色
な
内
容
で
あ
る
が
、
宴
会
に
お
い
て
招
待
側
の
料
理
の
選
択

眼
を
褒
め
る
「
会
点
菜
」
の
頻
度
が
高
い
と
い
う
指
摘
は
興
味
深
い
。

第
一
部
、
二
部
に
収
ま
り
き
ら
な
い
テ
ー
マ
の
論
考
を
「
中
国
料
理
の
文
化
と
政
治
」
と
題
し
て
集
め
た
の
が
第
三
部
で
あ
る
。
評

者
に
よ
る
、
総
称
と
し
て
の
「
中
国
料
理
」
の
語
彙
の
誕
生
を
考
証
し
た
論
考
に
続
い
て
、
李
培
徳
「
一
九
二
〇
―
三
〇
年
代
に
お
け

る
上
海
の
調
味
料
製
造
業
と
市
場
競
争
―
中
国
の
味
精
と
日
本
の
味
の
素
に
着
目
し
て
」
及
び
、
貴
志
俊
彦
「
太
平
洋
戦
争
下
の
食
と

健
康
―
中
国
の
日
本
人
俘
虜
は
何
を
食
べ
て
い
た
の
か
」
は
、
中
国
料
理
そ
の
も
の
の
話
で
は
な
い
が
、
前
者
は
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

中
国
料
理
の
味
付
け
と
い
う
点
で
は
見
落
と
せ
な
い
視
点
で
あ
る
し
、
後
者
は
歴
史
の
盲
点
を
つ
く
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
と
い
え
よ
う
。

論
集
の
最
後
を
飾
る
の
は
、
山
本
英
史
「
北
京
老
字
号
飲
食
店
の
興
亡
―
全
聚
徳
を
例
に
し
て
」
で
あ
る
。
北
京
烤
鴨
で
有
名
な
全
聚

徳
の
企
業
史
と
も
な
っ
て
い
る
が
、
老
舗
料
理
店
と
政
治
と
の
深
い
関
わ
り
の
指
摘
は
、
第
一
部
巻
頭
の
川
島
の
論
考
と
呼
応
す
る
も

の
で
あ
り
、
料
理
や
料
理
店
が
も
つ
政
治
性
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
な
お
、
付
録
に
東
京
の
有
名
中
国
料
理
店
の
地
図
と
、
中

国
料
理
関
連
文
献
目
録
（
草
野
作
成
）
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
後
者
の
本
体
は
膨
大
な
量
に
な
る
た
め
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
の
Ｈ

Ｐ
上
で
公
開
さ
れ
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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Ⅱ

こ
の
よ
う
に
本
書
が
収
め
る
論
考
の
テ
ー
マ
は
多
岐
に
渡
る
が
、
こ
れ
は
研
究
会
に
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
研
究
者
に
声
を
か
け
、

最
終
的
に
集
ま
っ
た
論
考
で
構
成
さ
れ
た
結
果
で
も
あ
る
。
編
者
の
苦
労
が
垣
間
見
え
る
が
、
全
体
と
し
て
は
、
副
題
に
あ
る
「
食
と

嗜
好
の
文
化
交
流
史
」
と
い
う
括
り
に
収
ま
り
得
る
、
一
貫
し
た
問
題
意
識
で
貫
か
れ
て
い
る
。
一
つ
の
こ
と
を
多
様
な
視
点
か
ら
論

じ
合
う
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
論
集
の
醍
醐
味
が
あ
る
。
デ
シ
プ
リ
ン
で
言
う
と
、
二
〇
〇
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
森
川
眞
規
雄
編
『
世
界
の

中
華
料
理
』（
ア
ジ
ア
遊
学
）
が
人
類
学
者
や
社
会
学
者
ら
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
本
書
は
人
類
学
者
も
混
じ
っ
て
は
い

る
が
、基
本
的
に
は
歴
史
学
者
ら
に
よ
る
。
と
は
い
え
、そ
の
方
法
論
は
、扱
う
の
が
料
理
の
受
容
と
変
容
と
い
う
問
題
で
あ
る
だ
け
に
、

文
献
資
料
に
基
づ
く
実
証
的
な
研
究
に
留
ま
ら
ず
、
人
類
学
的
な
発
想
が
見
え
隠
れ
す
る
。
本
書
が
内
包
す
る
理
論
的
な
問
題
提
起
に

厚
み
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
料
理
と
い
う
テ
ー
マ
の
上
に
歴
史
学
と
人
類
学
と
い
う
二
つ
の
方
法
論
が
交
叉
し
て
い
る
こ
と

に
よ
ろ
う
。

日
本
に
お
け
る
中
国
料
理
の
受
容
の
歴
史
的
な
研
究
と
し
て
は
、
田
中
静
一
の
『
一
衣
帯
水
―
中
国
料
理
伝
来
史
』（
一
九
八
七
）

が
あ
る
。
こ
れ
は
先
駆
的
な
研
究
で
あ
る
だ
け
に
、
概
説
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
三
〇
余
年
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に

細
部
に
詰
め
寄
っ
た
本
書
の
刊
行
は
、
明
治
期
以
降
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
の
テ
ー
マ
の
研
究
が
新
た
な
段
階
に

到
達
し
た
こ
と
を
告
げ
る
も
の
で
あ
る
。
や
は
り
歴
史
学
や
人
類
学
は
デ
ィ
テ
イ
ル
が
面
白
い
。
細
か
な
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
大
き
な
物

語
を
紡
い
で
い
く
。
近
年
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
中
国
料
理
の
受
容
の
歴
史
が
盛
ん
に
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、

本
書
は
日
本
の
事
例
研
究
と
し
て
、
そ
れ
ら
に
肩
を
並
べ
る
も
の
と
な
ろ
う
。



20

武蔵大学人文学会雑誌　第 52 巻第 3・4号

全
体
を
通
読
し
て
最
初
に
思
っ
た
感
想
を
述
べ
る
な
ら
ば
、「
や
は
り
料
理
は
人
が
運
ぶ
も
の
だ
な
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
運
ぶ

人
に
は
、
中
国
人
船
員
や
出
稼
ぎ
移
民
、
留
学
生
な
ど
、
後
に
「
華
僑
」
と
な
っ
て
日
本
に
定
住
す
る
人
々
だ
け
で
な
く
、
満
洲
か
ら

の
引
き
揚
げ
者
も
い
る
。
料
理
書
や
食
材
だ
け
で
は
、
料
理
が
「
越
境
」
す
る
こ
と
は
な
い
。
レ
シ
ピ
ー
だ
け
で
は
、
未
知
な
る
料
理

は
作
れ
な
い
。
や
は
り
料
理
は
人
が
作
る
も
の
な
の
だ
。
し
か
も
、
そ
の
料
理
は
お
い
し
く
な
い
と
、
普
及
す
る
こ
と
も
な
い
。

料
理
と
人
と
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
故
に
、
本
書
の
各
章
に
は
料
理
人
や
料
理
店
の
固
有
名
詞
が
た
く
さ
ん
登
場
す
る
。
料
理
人
や

料
理
に
関
係
す
る
人
物
と
し
て
は
、
陳
建
民
、
周
富
徳
、
辛
永
清
、
傅
培
梅
な
ど
の
ほ
か
、
鈴
木
三
郎
助
、
呉
蘊
初
、
安
藤
百
福
な
ど

も
登
場
す
る
。
ま
た
、
代
表
的
な
料
理
店
を
あ
げ
る
な
ら
、
四
海
楼
（
長
崎
）、
老
祥
記
（
神
戸
）、
ハ
マ
ム
ラ
・
東
華
菜
館
・
蕪
庵
（
京

都
）、
萬
珍
老
・
聘
珍
樓
（
横
浜
）、
偕
楽
園
・
山
水
楼
・
維
新
號
・
新
橋
亭
・
漢
陽
楼
・
銀
座
ア
ス
タ
ー
・
雅
叙
園
・
濱
の
家
・
来
々
軒
・

四
川
飯
店
・
珉
珉
・
桃
花
林
（
東
京
）、
共
和
春
（
仁
川
）、
全
聚
徳
（
北
京
）
な
ど
、
お
そ
ら
く
一
〇
〇
店
以
上
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。

東
京
が
突
出
し
て
い
る
点
は
、
華
僑
の
人
口
比
で
は
説
明
で
き
ず
、
や
は
り
首
都
と
し
て
の
東
京
の
立
地
が
大
き
く
影
響
し
て
い
よ
う
。

論
考
の
多
く
は
、
料
理
店
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
残
さ
れ
て
い
る
史
料
の
制
約
上
、
仕
方
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
新
し

い
料
理
の
普
及
は
外
食
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
を
追
う
よ
う
に
家
庭
料
理
に
浸
透
し
て
い
く
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
の
速
度
に
は
地

域
差
が
あ
り
、
中
で
も
都
市
部
が
先
頭
を
走
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
地
理
的
な
条
件
が
、
ひ
い
て
は
普
及
の
時
間
差
を
生
み
出
す
こ
と

に
な
る
。
な
お
、
外
食
産
業
を
支
え
る
の
は
、
有
能
な
経
営
者
だ
け
で
な
く
、
腕
の
い
い
料
理
人
で
あ
る
。
各
論
考
に
料
理
人
の
招
聘

や
移
動
、
養
成
の
話
が
で
て
く
る
の
は
、
訳
あ
っ
て
の
こ
と
な
の
だ
。

各
執
筆
者
は
研
究
会
に
て
メ
ン
バ
ー
の
発
表
は
聞
い
て
い
る
が
、
論
文
に
な
っ
た
も
の
を
読
み
合
い
な
が
ら
執
筆
し
た
訳
で
は
な
い
。

そ
れ
で
も
、
期
せ
ず
し
て
と
い
う
か
、
互
い
に
連
動
し
、
呼
応
し
て
い
る
部
分
が
多
く
あ
る
。
料
理
名
や
料
理
店
以
外
に
も
、
各
章
に

共
通
し
て
何
度
も
出
て
く
る
、
い
わ
ば
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
う
る
単
語
が
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
日
清
戦
争
（
一
八
九
四
）、
内
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地
雑
居
令
（
一
八
九
九
）、
朝
鮮
併
合
（
一
九
一
〇
）、
関
東
大
震
災
（
一
九
二
三
）、
満
州
事
変
（
一
九
三
一
）、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

（
一
九
六
四
）、
大
阪
万
博
（
一
九
七
二
）
な
ど
は
、
日
本
に
お
け
る
中
国
料
理
の
展
開
に
お
い
て
、
画
期
と
な
る
事
件
で
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
画
期
は
、
ル
ゴ
フ
が
言
う
と
こ
ろ
の
歴
史
的
変
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
議
論
（『
歴
史
・
文
化
・
表
象
―
ア
ナ
ー
ル
学

派
と
歴
史
人
類
学
』）
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
興
味
深
い
。
即
ち
、
歴
史
的
な
変
化
と
い
う
の
は
、
人
類
学
者
が
考
え
る
如
く
な
だ
ら

か
で
漸
進
的
な
も
の
で
は
な
く
、
し
ば
し
ば
歴
史
的
偶
然
の
介
入
を
受
け
つ
つ
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
と
見
事
に
符
号

す
る
か
ら
で
あ
る
。

本
書
の
各
論
考
に
は
、
広
東
料
理
や
京
蘇
料
理
、
山
東
料
理
、
北
京
料
理
、
四
川
料
理
な
ど
、
各
地
の
地
方
料
理
の
話
が
で
て
く
る
。

こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
、「
中
国
料
理
」
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
当
時
、中
国
に
は
ま
だ
「
中
国
料
理
」
と
い
う
概
念
は
普
及
し
て
お
ら
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
料
理
の
集
合
体
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
清
末
民
初
に
い
ち
早
く
海
外
に
出
て
行
っ
た
中
国
人
は
、
広
東
（
東
南
ア
ジ
ア

や
北
米
へ
）
や
山
東
（
朝
鮮
半
島
へ
）
な
ど
、
沿
海
部
の
出
身
者
で
あ
っ
た
。
広
東
帮
や
、
山
東
帮
・
平
帮
を
含
む
北
方
帮
が
何
度
も

登
場
す
る
の
は
こ
う
し
た
背
景
が
あ
る
。
海
外
に
新
天
地
を
求
め
た
社
会
の
下
層
民
が
、
彼
ら
が
住
む
地
方
の
日
常
食
を
世
界
に
広
め

た
と
い
う
言
い
方
も
で
き
よ
う
。

話
は
大
き
く
な
る
が
、
こ
れ
を
中
華
帝
国
型
と
す
る
と
、
対
照
的
な
の
は
大
英
帝
国
型
で
あ
る
。
コ
リ
ン
ガ
ム
の
研
究
（『
大
英
帝

国
は
大
食
ら
い
』）
が
描
き
出
し
て
い
る
よ
う
に
、
世
界
の
富
を
集
積
し
て
今
の
食
文
化
を
形
成
し
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
砂
糖
や
紅

茶
の
消
費
な
ど
、
世
界
食
を
生
み
出
し
は
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
地
方
料
理
を
輸
出
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

論
集
に
は
索
引
が
つ
い
て
い
な
い
こ
と
が
少
な
く
な
い
が
、
一
読
者
と
し
て
は
、
料
理
名
や
料
理
店
の
ほ
か
、
人
名
や
地
名
、
歴
史

的
出
来
事
な
ど
の
索
引
が
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
う
。
何
が
キ
ー
ワ
ー
ド
か
、
そ
し
て
そ
の
頻
度
も
一
目
瞭
然
で
分
か
る
か
ら
で
あ
る
。

索
引
は
紙
面
の
関
係
で
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
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日
本
に
お
け
る
「
イ
ン
ド
料
理
店
」
も
、
人
が
運
ん
で
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
「
イ
ン
ド
料
理
店
」
も
、
近
年
は
ネ
パ
ー
ル
か

ら
の
移
民
に
よ
り
、「
イ
ン
ネ
パ
料
理
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
が
進
行
し
て
い
る
。
人
の
流
れ
が
連
続
し
て
い
る
の
は
、

中
国
か
ら
も
同
じ
で
あ
る
。
神
戸
や
横
浜
の
中
華
街
で
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
安
価
な
大
衆
食
へ
の
シ
フ
ト
が
起
っ
て
い
る
よ
う
に
み

え
る
が
、
改
革
開
放
以
降
に
来
日
し
た
「
新
華
僑
」
は
今
後
、
日
本
の
中
国
料
理
に
何
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
Ⅲ

料
理
は
人
が
運
ぶ
と
は
い
え
、
現
地
の
嗜
好
に
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
し
、
人
も
年
を
取
る
の
で
、
そ
の
技
術
を
続
く
世
代
に
継
承

す
る
。
そ
の
過
程
で
、
伝
統
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
現
地
化
が
起
っ
て
い
く
。
そ
の
中
に
は
料
理
人
の
日
本
人
化
も
含
ま
れ
る
。
日
本

に
お
け
る
中
国
料
理
の
受
容
も
、
同
じ
道
を
辿
っ
た
。
本
書
を
通
読
し
て
浮
か
び
上
が
る
も
う
一
つ
の
主
旋
律
は
、「
中
国
料
理
の
日

本
化
」
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、味
付
け
ば
か
り
で
な
く
、料
理
の
名
称
も
含
ま
れ
る
。「
咕
老
肉
」
か
ら
「
す
ぶ
た
」
へ
、「
芙

蓉
蟹
」
か
ら
「
か
に
た
ま
」
へ
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
が
、
草
野
は
こ
れ
ら
を
「
覚
え
や
す
い
日
本
語
に
帰
化
さ
れ
た
料
理
」
と
呼
ん

で
い
る
。

中
国
料
理
の
日
本
化
と
い
う
問
題
を
考
え
る
上
で
、
編
者
の
岩
間
が
、
京
都
と
い
う
一
つ
の
中
心
に
お
け
る
中
国
料
理
の
伝
播
、
変

容
を
論
じ
た
論
考
は
、
各
論
を
底
流
に
お
い
て
繋
い
で
い
る
基
調
を
な
す
も
の
と
言
え
る
。
京
都
に
お
け
る
事
例
は
、
あ
る
意
味
、
日

本
に
お
け
る
中
国
料
理
の
伝
播
と
変
容
過
程
の
「
縮
図
」
で
も
あ
る
。
京
料
理
と
中
国
料
理
の
接
近
を
、
岩
間
は
大
胆
に
も
「
京
料
理

と
し
て
の
中
国
料
理
」
と
表
現
し
て
い
る
。
確
か
に
、
鶏
ガ
ラ
と
昆
布
で
と
っ
た
独
特
の
出
汁
は
、
薄
味
と
な
ら
ん
で
、
独
特
の
世
界

を
作
り
だ
し
て
い
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
大
局
的
に
見
る
と
、
中
国
料
理
が
日
本
料
理
そ
の
も
の
の
「
文
法
」
を
変
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
、
と
私
は
考
え

て
い
る
。
中
国
料
理
が
日
本
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
外
食
や
家
庭
に
お
い
て
も
こ
れ
だ
け
浸
透
し
て
は
い
て
も
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
日

本
料
理
に
と
っ
て
象
徴
的
な
場
所
で
あ
る
京
都
の
事
例
研
究
が
も
つ
、
重
要
性
と
面
白
さ
が
あ
る
。

中
国
料
理
店
は
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
一
つ
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
特
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、「
ア
メ
リ
カ
料
理
」
な
る

も
の
の
形
成
に
、
移
民
が
果
た
し
た
役
割
が
強
調
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
国
民
国
家
の
成
り
立
ち
が
異
な
る
日
本
に
お
い
て
は
、

ア
メ
リ
カ
と
同
じ
よ
う
な
展
開
に
な
る
訳
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
中
国
料
理
は
日
本
料
理
の
文
法
を
変
え
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
日

本
人
の
味
の
嗜
好
に
何
ら
か
の
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

淡
泊
な
日
本
料
理
に
対
し
て
、
濃
厚
な
中
国
料
理
と
い
う
、
口
当
た
り
に
よ
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
誤
解
で
あ
る
と
し
、
多
種
類
の

薬
味
の
調
合
に
こ
そ
中
国
料
理
の
特
徴
で
あ
る
と
、
辻
聴
花
が
早
く
も
一
九
二
五
刊
行
の
『
支
那
料
理
の
話
』
で
述
べ
て
い
る
の
は
興

味
深
い
（
草
野
第
一
論
文
）。
味
付
け
の
日
本
化
の
問
題
は
、
好
ま
れ
る
「
と
ろ
み
」
の
濃
度
の
問
題
と
い
う
よ
り
も
、
こ
れ
ら
の
調

味
料
の
使
い
方
に
収
斂
さ
れ
る
。

調
味
料
を
話
題
に
す
る
な
ら
、
味
の
素
に
も
言
及
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
一
九
〇
九
年
に
販
売
が
開
始
さ
れ
た
味
の
素
で
あ
る

が
、
一
九
一
四
年
か
ら
ま
ず
台
湾
や
中
国
本
土
の
料
理
店
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
、
一
九
二
一
頃
か
ら
そ
れ
に
倣
っ
て
日

本
の
中
国
料
理
店
で
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
（
岩
間
序
章
）。
味
の
素
の
歴
史
は
、一
企
業
史
を
超
え
て
、経
済
と
文
化
（
料

理
）
の
相
互
交
流
を
考
え
る
上
で
、
大
き
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
と
い
え
る
。

も
う
一
つ
、
日
本
化
し
た
中
国
料
理
は
、
中
国
料
理
そ
の
も
の
に
と
っ
て
は
、「
進
化
」
と
言
え
る
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
も

あ
る
。
こ
れ
は
海
外
に
出
て
行
っ
た
「
日
本
料
理
」
の
現
地
化
を
ど
う
捉
え
る
か
、
と
い
う
問
題
に
通
底
す
る
。
北
米
生
ま
れ
の
「
カ
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リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ロ
ー
ル
」
な
ど
の
ア
イ
テ
ム
を
除
い
た
ら
、
今
の
と
こ
ろ
大
き
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
起
き
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
労
働
者
と
い
う
人
の
移
動
は
あ
る
も
の
の
、
彼
ら
が
「
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
」
を
持
ち
込
む
こ
と
は
あ
っ
て
も
、「
現
地

化
し
た
日
本
料
理
」
を
持
ち
込
む
こ
と
は
な
い
。
や
は
り
料
理
の
受
容
に
は
、
人
の
移
動
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
日
本
化
」
の
問
題
は
、
ど
れ
だ
け
の
タ
イ
ム
ス
パ
ン
で
見
る
か
に
よ
っ
て
も
、
様
相
が
変
わ
っ
て
く
る
。
近
年
の
日
本
に
お
け
る

餃
子
や
ラ
ー
メ
ン
の
新
た
な
展
開
の
他
に
も
、
本
格
的
な
中
国
料
理
と
さ
れ
て
い
た
高
級
中
国
料
理
店
で
も
、
最
先
端
で
は
「
日
本
化
」

が
進
行
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
日
本
化
」
と
は
、
淡
い
味
付
け
の
他
、
素
材
単
品
の
持
ち
味
を
最
大
限
に
活
か
す
と
い
う
調
理
法

を
指
す
。
和
食
の
影
響
を
受
け
て
一
九
七
〇
年
代
に
生
ま
れ
た
「
ヌ
ー
ベ
ル
・
キ
ュ
イ
ジ
ー
ヌ
」
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
な
っ
て
香
港

の
「
ヌ
ー
ベ
ル
・
シ
ノ
ワ
」
を
生
み
だ
し
、
そ
れ
が
香
港
の
料
理
人
に
よ
っ
て
中
国
本
土
の
高
級
店
に
も
も
た
ら
さ
れ
た
。
今
後
、
ま

た
料
理
人
の
移
動
が
あ
れ
ば
、
日
本
生
ま
れ
の
新
し
い
中
国
料
理
が
直
接
、
中
国
本
土
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
可
能
性
は
ゼ
ロ
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
中
国
本
土
の
料
理
自
体
も
絶
え
ず
変
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
し
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
人
の
移
動
は
、
外
食
産
業
を
牽
引
役
と
し
て
、
各
々
の
料
理
の
境
を
徐
々
に
曖
昧
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
中

国
料
理
の
変
容
は
、
そ
う
し
た
世
界
史
的
な
流
れ
の
一
環
と
も
い
え
る
。
本
書
の
価
値
は
、
そ
の
過
程
を
詳
細
に
記
録
に
留
め
た
、
と

い
う
こ
と
に
あ
ろ
う
。

最
後
に
、私
ご
と
に
な
る
が
、編
者
の
岩
間
氏
と
は
、研
究
会
な
ど
で
顔
を
合
わ
せ
て
は
い
た
が
、親
し
く
話
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

彼
が
上
海
の
都
市
史
の
研
究
か
ら
食
文
化
史
の
研
究
に
シ
フ
ト
し
よ
う
と
し
た
時
期
か
ら
で
あ
る
。
研
究
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
て
、

わ
ざ
わ
ざ
研
究
室
ま
で
訪
ね
て
き
て
く
れ
た
。
四
〇
代
に
な
っ
て
か
ら
食
文
化
史
に
「
転
向
」
す
る
に
は
、
相
当
の
勇
気
が
い
っ
た
こ

と
だ
と
思
う
。
そ
の
時
、
研
究
者
と
し
て
は
四
〇
～
五
〇
代
の
研
究
が
メ
イ
ン
の
仕
事
と
な
る
の
で
、
東
洋
史
で
は
マ
イ
ナ
ー
な
研
究
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分
野
と
し
て
扱
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
食
文
化
史
を
や
る
か
ら
に
は
、
研
究
者
人
生
を
賭
け
る
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
で
や
ら
な
い
と
、
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
覚
え
が
あ
る
。
あ
れ
か
ら
一
〇
年
の
期
間
を
経
て
、
岩
間
氏
が
こ
う
し
た
日
本
の
食
文
化
史
研
究
に
お
い
て
画

期
と
な
る
論
集
を
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
素
直
に
喜
び
た
い
。
岩
間
氏
は
近
々
、『
中
国
料
理
の
世
界
史
』
の
刊
行
も
予
定
し
て
い
る
と

聞
く
。
今
後
、
こ
の
分
野
の
研
究
が
さ
ら
に
進
展
し
、
近
現
代
史
の
な
か
で
食
文
化
史
の
重
要
性
が
も
っ
と
認
知
さ
れ
る
こ
と
を
願
い

つ
つ
、
筆
を
置
き
た
い
。




